
簡易木材防腐処理法「拡散法」について

第 2 報異宏る合水率のプナ辺材をらびに

プナ関心材を用いての防腐剤濠透試験
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筑 1 椴1) においては，拡散法とし、う防府処理法で， どの草fれl日A皮防I腐肉剤が木{材オ「中ドに i法zごj透歪するカか冶を P 本邦産1樹封

種の木材をJ刀nれL 、て予!作備陥1官硲恥;J払;JI'正山t

防 1附肉剤の運搬者のi佼1交Z 日をなす水のP 木村中に含まれている卦の多少が防腐剤のiZ:透iこ非常に大きな影響

を与えていると忠われるため，本実験において，異なる含水率の木材をJlìl，、てその7f透状態を鶴祭し，最

fj~ どの制度の今水率があれば3 防腐処湿の 11的を注しうる程度の濠透を示すかとし、う境界の合7.Kギをつか

みfljたので，その実験~f'~~について報告，-j-る J

さらに本実験において，難i主入材といわれているブナ偽し材の'fZ.'透試験をも兼ねて行つjょ 4 れ l 主主1:.散

法とし寸防腐処J'lU法l 土世fltiニk入材といわれている樹種や，心:1;-1 でも，他の史1lJQI法に比べれば，比附:1'']良好な

結果を示すと報告されているのので p プナ内心材のfL;2Tilこも，はたして良好な結果ぷえられるかどうかを

検討し，相当有効な$I!f)j~をえたので，その実験結一民について←械 ;iょする}

木実!淡においては，ヨi時1]の調製p 試喰方法，法溶]長の測定方法および薬剤jの検出法等すべて第 1 報と同

様に行った。

2. 実験1.異なる含水率のブナ辺材を用いての防腐剤濠透試験

拡散法によって処加される木村は，もーìili伐倒後 l j!，lj間以内の生材を)lj\，、ねばならないといわれているコ

このことは合泳三挙の高いことを必要とするためであることはもちろんだが，材の新鮮度も必婆であるのか

どうかJ工はなはだあいまいである もし新鮮度ということ;土 fユ、して問題とならなければ，あえて伐倒後

1 週間以内でなくとも，材の含水率が i泊二jに高け』れ l 王iミいことになる、そニで木実験ではr 伐倒後相当の

矧I !JJ縦jbIはしているが，それほど合*ヰ:のH ドしていない村，すなわち含 l.K半、こして 70% 前後の付と，

少し乾燥させて含水率 50% 前後の材と，さらに乾燥させて含水率 30% 前後の材の 3 種類の含水系のプ

ナ辺材を用いて p 拡散法による防腐剤彦透試ii食を行った

使用薬剤:1 Osmo-salt , Osmo-plastic およびマレニットであるュ試験片の大きさは断面 5cmx5cm，

長さ lOcm の角材をnJl，、ナこ3 測定期日iJはし 2 , 3 , 5 週li.iJとした。

(1) 実験結果

本実験の結果を Fig. 1 ;二示すらこ~，~示す長さは各薬剤中の主成分Tこる弗化ゾーダJコ彦潤長であるコ

(1) 木材配材質改良科防!度研究室
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このあIi法より木材の合水率

別にみると，板日間，柾目

面よりのì&透は各薬fflj とも

70% の合水率の場合と，
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Fig_ 1 プナ材による各防腐剤の平均渉j閏長

Average depth of each preservative on beech_ 
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大休日 1:"度のìf>透を示し，

30% の合水率となると Osmoωsalt とOsmo叩lt がてれらに比べていくぶん '}J る結果を示した。しかしp

マレニット(工大体同程度の ì!ff;透を示し， Osmo-plastic はそれらの半分程度の穆透しか示さなかった。

5 週間口のj駅周長やはり木口町よりの穆透が最も大で，各設{、J固における穆J間長をJ七i践してみると，

これに対し他の面に塗付した場合には，木l土含水率 70?~ の材で最高 85mm，最低 50mm て、あった乞

5:ω~11 目のi駅間長は合水三恭 70% のもので最高 24mm板 r1 iùîの場合，口而にJtベてゴ(宮市に少なくなり，

であり，柾宮前の場合は最高 18mm であった。

板 !l田i と柾日 mî と比較してみると，大休板門面よりのy&;透のブゴが布Hl Wi より幾分良好な結果を示したc

(2) 考察および結論i

木材の合7}:率が 50% より 30% に下ると，薬剤の穆ìfj~長が，'c:'l!:放に低下するということは，拡散法と L 、

う防腐処JlU訟には，木材中に含まれている白山水の量がその薬剤のì'f;itJ.に非泊に大きな影刊を与えている

ことが理解される c 50% と 70% とその'fff;透状態を観黙してみると，板目面，柾目面において:主あまり差

がないが，いくぶん 70% の万がよく，!f;透している場合が多い。木仁!日IÎの場合にはさらに肌胤になって， 70

このことから，木材中に含まれている水の量は多いほと1い、%の方がし、ずれも良い穆透を示している一

たまたま，合水率が 100% 近いプナ辺材の木口同よ

りのfi;透.~:~\験では， 5 jI週間目にlO cm の長さの試片を防腐剤が貫通していた例がある。

結果を示すであろうと L 、うことは想像に難くない。
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新鮮度のWJ題に関しては，本実放に{史川したプナ材は伐倒後数カ月 i'ír千j1{立している材であるから，新鮮度

は手 I"J~に低ドしている しかも，そのì't透:伏態はそれはど思いとは忠われないから，結局，材の新鮮自主

大して問題iよならないものと考えられる

木村の合/Kギが 30?'ó のi待合， OSl11o-plastic の ì3j[j_が特にJLT、い これはその防腐剤がペースト状のも

のであっ， すのもの自身いは水ぷほとんど含まれておらず， {WfIlの際 7こもそのまま塗{，Jするのであるか

ら，来斉Ijの 'if)ß_は純桁 iこ木材f 1" の 7kのみで行われる一それゆえに木材の含水率が(尽くなると，この実験結

扱のごとくゴl'弘 i斗主力、しカ}穆j差しないのである これに刈し Osmo-salt およびマレニットは，水と 1 1 

に混じた懸間f伎を用L 、るのであるから，防腐剤を塗付後，木材中に/Kが乏しくとも，液自身の水である程度

まで法透するものと考えられる それゆえに， OSl11o-p13stic iこ J七べて幾分良い夜、透を示すのであろうじ

塗付回μ よる区:透状態は，木 I~TJ'ûが.l'Jj([であるのは当然であるが，板日間と布E I'lTI'JÎ とを比べてみると，

板 EI国ょっの穆透ぷ柾日田よ 1) ，、く i ん優っている 3

以f:，各印象にふJして考祭を行ったが，本実験の f-]i'fJたる拡散法による防問主iH!liを行う場合，良好な j参

透を示す最低の木村含7)\ギを fiiJ %とするカ 1を決定とすることは，本実験結果のみでは")1ミ )f;~' に資料不足でゐ

り，また使fIJせる試片がブナ辺村のみであるから， 'í也1割種;こはそのまま適用されえないかもしれ士、いυ ま

た， W万なff'l亙と判定する以i告をどこにおくカ b ということは非沼におt しし、 r::Jj忠で，それは防関処理ーされた

材の性質， 佐川日i'lj ， 山川l場所に応;じて相対的に&>化するものと考えられるので，ー定の恭準を定め難

いυ しかし山、ま A好な@j;是の基準を， jITU回かりのif;~~長を 20 111111 .0)上と仮定したら，本実験結果から 50

%以上の合水率のプナ辺村ならば大体μ好なt~;lをを示すものと考えられる υ ただ，木口júj よりの彦よ査を

もっと期待するなり[王， 50% の含Jkギでは少し低すぎるかもしれない。

7~tfi:-tべきことは， 081110・plastic としづ防腐剤:ヱペースト状のものであり， その使用法としては生材

に塗Hしてももちろん使mされるが，これは主として乾燥材に塗付され，木材が雨水その他のJG(因で湿ら

された際lふペースト rl" の防腐剤が材中に日けw して，内部まで ìf;透するという機構を利mするものであ

るけてれゆえ;ふ木実験結果からわかるごとしもし乾燥した材にこのペ{ストを塗付しても防腐剤はほ

とんど渉透を開始しない その材が!日[らかの原因によって水を!段以して，合点率が 50% 以上に達した時

に，はじめて良好な渉透を示寸に至るであろうということ戸この実験結果カ通ら図解されるし

3. ブナ偶心材による防腐剤法透試験

拡散法ぃ二よる防腐処理は 1: イツにおいて，史im;主入材といわれている Fichte その他の樹種の心材に適用

して良結来をえたと報告されているのでコJ ， わが国においても，難注入材として知られているプナ偽心材

に適用して， 九結果をえられるのではないかとし、う期待のもとに本実験を行った

試験試料としては，前三iJブナ辺材をとった丸太の偽心材部分を利用したc

使用薬斉Ij，試験片の形状，寸法および測定期間等，各実攻操作l土プナ辺材の試放と同様にして行った。

(1) 実験結果

試験片の含水率は最低 50% から最高 75% とき主化に富んでいるが，平均して 60%，個数としては 50

~60% のものが多いこ

'/!$透試験の結果a Fig. 1 に示すJ この場合の長さは各薬剤J11"の弗イヒソ{〆の彦潤長である、実験結果

よりみると，大体類似の含水率の辺材の彦ごJ国長に比べてほとんど同程度の値を示したυ 図に示した値:工平
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均仰であるが，大体合水率が 50% ß付近のものが多いため，辺材の 50% の合水率のものとこ二，三例外は

あるが，同程度の穆透を示した。

薬剤1mの渉透の比較も，辺材の場合とほとんど同じような傾向を示した。

(2) 考察および結論

本実験に使用したプ、ナ偽心けは大休生-材i1寺の含水率を保持していると思われるが，伐倒後相当の期間経

過した材であるからいくぶん含水率が低下しているかもしれないf

本実13t結瓜によれば， 'I!ll注入材といわれているブ9ナイ奇心材も拡散法で処理すると， 合水~.f~さえ生材時

の状態または 50% 以上の含水率を保持していれば， 辺材と同程度の良好な'$;透を示すものと考えられ

る O 本実験に{!l! J日した偽心材の含水率は 50~60% のものが多かったから，その穆iro~長も辺材の 50% の

含JJ\率のものと大体同じか，幾分劣る程度の渉透を示したっこれらの結果より，プナ偽心材でも拡散法に

よる防腐処f!ljが相当有効なものであると考えられる

また，この実験結果から，拡散法では細目錦町，[iIj内の嵐充物等の初白~I包な各因子よりも，木材の含水主主，

特に自由水の多少が防府斉IJ の 7f;透に最も大きな影響を与えているものであるということが理解されるつ

4. 摘要

拡散法においては3 木材中に含まれている水分の量がその防腐剤の穆透に非常に大きな影宇l下を与えるも

のであると考えられるので，異なる合lJ\率のプナ辺材を川い，その穆判長をIヒ絞して ， Hif子;な彦、透をうるた

めには最jj~何%の合水率の材であればよいかを知らんとした J 実験に使用したプナ辺材の合水率は 70

%, 50%, 30% の 3 種jLéjである。

実験結果iì Fig. 1 に示すとおりであるわこれらの結果より，大休プナ辺材の合水率が 50% 以上であ

れば， 5 辿!日1 日で側面より 20mm iN度の良好な渉j閏長を示した。し;Ó'し，木材の合水率が 30~& に低下

すると r(i;透は急激に忠くなるコこれらの結果より木材の合水率が 50% 以上であれば大体良好な、彦透を示

~t ものと考えられる。

また，拡散法l土j~%注入材でも i切合に良好な結果をうると報fffされているので，わが国で '))11注入材といわれ

ているプナ偽心材についてもはたして良い結果がえられるカ=どうかを験するため，その漆透試:喰を行ったっ

実験結果は Fig. 1 に示すとおりである】 本実験に使用した偽心材の合水率ば 50~75% のものであ

る O これらの結果よりみると，プナ偽心;1;1 でも合/J\率さえ 50% 以上であれば，大体フ守ナ辺材と同税度の

穆透を示すものと考えられる ο

結局，プ十偽心材でも，拡i波法による防腐処店!が相当有効なものであるということが♂{められたc
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Shozi Am;}[1YλPreservation of Wood by the Diffusion PrOCeSE. 

( 11) The penetrating test of a few preservative on the sapwooc1 of beech 

(Fagus crenata Blum.) with various moisture contents and on the false 

heartwood of beech. 

R駸um� 

1. The penetrating test of a few preEervative on the sapwood of beech 

with various moisture contentE. 

The amount of moisture content in wood Eeems to play the most important 

role in penetrating preservatives into wood in the diffusion proceSL It is the 

object of this test to kロow the limit of moﾍi�ure content in wood at which 

preservatives can be penetrated as much as posEible. 

The teLt pieces used in this study were the sapwood of beecb (Fagus 

crenata Blum.) , of which moisture contents were abJut 70%, 50% and 30% , 

respectively, and the size was 5 by 5 cêntimεten: ， 10 c己ntimeters long. The 

te:::t piec黌 with the moisture content of 70.%' were in green condition. T�1e 

preservatives used in this study were O[mっそ alt ， O~mJ-plastic ， and Malenit. 

Th巴 testing method was the same as that used in the reporL (1 ). 

The results obtained are shown in Fig. 1. The penetration of presεrvatives 

shown in Fig. 1 was indicated as the depth penetrated by the sodiumfluoride 

mixεd in each preservative. 

The summary of the results obtained are aむ follows: As shown in Fig. 1, 

the d巴pth penetrated by the preservative was about 20 mm. from side surface 

after five weeks for the test pieces with the moisture content of abov己 50%.

At the moisture content of about 30%, the preservatives did not penetrate so 

wel1, and especial1y Osmo-plastic's penetration was extremely slight. In general , 

the penetration of preservatives from the tangential surface was a little better 

than that from the radial surface. The penetration of preservatives from the 

encl nlrface was much better than that from the side surface , and the depth 

penetrated from the end surface was 50 mm.-75 mm. 

It can be said that the adequate amount of moisture content in wood to 

facilitate good penetration into wood was at least abclVe 50~%， if the depth of 

above 20 mm. at which the preservatives were penetrated from the side surface 

in wood was regard as a fairly good penetration. 

2. The penetrating test of a few preservatives on the false heartwood of 

b巴ech.

It has been reported in Germany that even the wood whic11 was difficult to 

impregnate the preservatives by the pressure process could be fully pe田trated

by use of cliffusion process. This penetrating test was carried out in order to 
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make sure the possibility of penetrating preservatives into false heartwood of 

beech by means of diffusion process, which is said to have a very difficulty in 

penetrating. 

The moisture content of the test piec白 used in this study was 50%-75,%, 
and the size of the test pieces, the usec1 preservatives and the testing method 

were the same as those used in the test for the sapwood of beech. 

The resu1t.s obtained are shown in Fig. 1. As shown in Fig. 1, the depth 
penetrated by the preservatives from the sic1e surface in the false heartwood of 

beech was about the same as the sapwood at the moisture content of 50%. 

Finally, it is conc1udec1出at the preservative treatment by the diffusion 

process is available for the false heartwood of beech, if its moisture content 

is above 50%. 


